
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  出向と派遣、消費税の取扱い 

Ｑ：出向と派遣とはどうちがうのですか、

また、消費税の取扱いはどうなりますか？  

 

Ａ：次のように取り扱われます。 

【解説】 

出向とは、労働契約は従業員と出向元の会

社のままとしながらも、出向先事業者に労働

契約の一部が移転するとともにそれに基づく

指揮命令も移転するというものです。 

これに対して、派遣とは、労働契約は従業

員と派遣元事業者の間にあり、従業員は派遣

契約に基づいて派遣先事業者の指揮命令を受

けるというものです。 

出向者に対する給与の支給方法には、①出

向先が従業員に対して支払う給与等を出向元

である会社に支払い、その出向元の会社から

従業員に対して給与等を支払う方法と②出向

元である会社が従業員に対して給与等を支給

する方法、③出向先と出向元のそれぞれが従

業員の給与等を支給する方法とがありますが、

いずれの場合についても、従業員に支給され

る給与(負担金)は、出向先事業者におけるそ

の出向者に対する給与として取り扱われます

ので、消費税においては、不課税取引となり

ます。 

一方、派遣の場合は、派遣先事業者が支払

う対価は派遣会社から派遣先事業者に対する

役務の提供に対する対価となりますので、派

遣会社が受け取る派遣の対価は課税対象とな

り、派遣料を支払った派遣先事業者について

は課税仕入として仕入税額控除が認められる

こととなります。 
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